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　今回の特集「脊髄性運動失調」であるが，私たち脊髄外科医
にとっても非常に興味深く拝見することができた．
　脊髄腫瘍の手術に際しては，神経伝導路の障害を最小限にす
るために，後正中溝や後外側溝から進入したり，露出部位から
進入したりして腫瘍を摘出する．後正中溝から進入した場合は
後索症状をきたさない努力をする．しかし，後外側溝から進入
した場合には脊髄小脳路を意識することは少なく，その奥の外
側皮質脊髄路に注意が向いているのが事実である．神経学的検
査において脊髄小脳路の神経症候を検出できること，また脊髄
小脳路の障害が神経機能回復にどのような影響を及ぼすのかな
ど知りたいことはいくらもある．
　さて，私たち脊髄外科医が手術の対象としている疾患の多く
は脊椎変性疾患である．加齢により脊柱変性は高度となるため，
神経圧迫をきたす部位は脊柱管全体，外側陥凹部，椎間孔内・
外など複数箇所にも及ぶ．MRI などの画像では，多数部位で神
経が圧迫されていることも多いが，すべての部位を減圧するこ
とは現実的ではない．しかし，神経症状に関与している部位は
確実に減圧しなければ，術後の成績不良につながってしまう．
また，加齢による神経変性も相まって，末梢神経障害をも考慮
しなければならない．責任病巣を紐解くためには，神経症候を
理解し，さらに神経解剖学に精通することが必要である．
　知らないことはまだまだ医療の世界には多い．学問的には古
いと思われている神経症候学ですら，わかっていないことが多
い．診断機器の発展は目覚ましいが，簡単な道具でできる神経
診断のレベルアップを図り，よりよい治療を提供できるように
していきたい．
 （原　政人）
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